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　本学は世界18カ国・地域の31大学・機関と国際交流協定を結び、学生交流

や教員の相互交流・研究など、盛んな活動を行っている。このうち27大学

は国際交流協定校として、学生の相互受け入れ、教員の交流・研究などを

実施。毎年多くの留学生が、本学で短期・長期留学を経験し、本学の学生も

さまざまな国・地域の大学への留学を実現している。 （５面に関連記事）

　国際交流協定校の一つ、タイ商工会議所大学（Ｕ

ＴＣＣ）で８月から９月にかけて、東南アジア・スタ

ディツアーが開催された。このプログラムは、成長

著しい東南アジア圏の社会、文化、歴史、ビジネス

を英語で学び、理解を深めることを目的にしている。

　１～４年次生６人が参加。国内でのオンライン研

修を踏まえ、バンコクのＵＴＣＣでの研修では講義

や体験学習などを通じ、互いの大学・国・文化や言

語を学んだ。また現地の企業を訪問して、タイにお

けるビジネス環境やＳＤＧｓについて学んだ。

　日髙義博総長は、８月28日、韓国の協定校

である檀国大学を訪問した。

　檀国大学は、本学の数ある協定校の中でも

古くから交流を続けている大学の一つであ

り、今年、協定締結40周年を迎えた。

　訪問では、檀国大学竹田キャンパスにおい

て、張淏星理事長及び金娯永元副総長と面会

した。懇談では、日韓両国において少子化が

進む中、今後は両大学間の交流に加え、付属

高校間の交流も視野に入れながら、さらなる

学生交流の発展に期待を寄せた。

　国民経済大学（ベトナム）の訪問団が７月

１日、生田キャンパスに来学し、馬塲杉夫学

長らと今後の交流について懇談した。

　両校は2015年12月に国際交流協定を締結。

懇談では、馬塲学長とティー・ハイ・ハー経

済学・公共マネジメント学部長らがこれまで

の交流を振り返るとともに、今後の学生交流

および教員間の研究交流について協議した。

国民経済大学訪問団と本学関係者

国民経済大学訪問団が来学
（ベトナム）

日本語でプレゼンする留学生

世界世界にに広広がるがる交流交流のの輪輪

東南アジア・スタディツアー

檀国大学と協定締結40周年
（韓国）

　本学は、毎年多くの留学生を受け入れてい

る。そのプログラムの一つが日本語・日本

事情プログラム（The Japanese Language & Culture 
Program＝JLC）。４～ 12週間、生田キャンパ
スの国際交流会館で生活し、レベルに応じた

日本語と日本文化を学ぶ。

　協定校以外からも広く学生を受け入れてお

り、６～８月に開催された夏期２コースには

13カ国から53人が参加。７月30日には受講生

によるプレゼンテーションが行われ、母国紹

介や日本での思い出など、独自のテーマを設

定し、日本語でスピーチを行った。

ＪＬＣプログラム
多くの留学生日本語学ぶ
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2026専修大学カップ2026専修大学カップ
　スポーツを通じて神奈川県内の子どもたちの健全育成を支

援する「2026専修大学カップ神奈川県学童軟式野球選手権大

会」（神奈川県野球連盟共催）の第20回記念大会が、７月18

日から８月７日まで横浜スタジアムや境川遊水地公園少年野

球場などで開催された。県内各地の代表54チームが熱戦を繰

り広げ、戸塚アイアンボンドス（横浜市戸塚

区）が大会史上２チーム目の連覇を達成した。

 （５面に記事・写真特集）

詳しくはこちら https://www.senshu-u.ac.jp/sendaicup/
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▲ ＵＴＣＣでの研修

▼ タイの歴史に触れた




